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2025高齢者や障害者のための施設を専門に設計す
る、日比野設計＋福祉施設研究所が発行するフ
リーペーパー。高齢者・障害者施設に関する情
報や最新のプロジェクト等を紹介します。

02.地域交流スペース 03. 南側居住棟ファサード 04. 食堂・共同生活室

01. エントランスと庭

株式会社日比野設計　/    hibinosekkei.com
【本社】　〒243-0218　神奈川県厚木市飯山南 4-18-１　/　046-241-3339
【支社】　〒243-0014　神奈川県厚木市旭町 1-7-3 -3F　 /     046-230-6155

1972 年に創業した「株式会社 日比野設計」の福祉施設設計ブランド。
 日比野設計 + 福祉施設研究所が携わった施設は全国に及ぶ。 株式会社日比野設計では、他にも幼児施設
専門の設計ブランド 「幼児の城」、 幼児施設インテリア設計のブランド 「KIDS DESIGN LABO」 、カフェ &
レストラン 「2343 FOODLABO」 や「2343 DEPARTMENT」、 保育園 「KIDS SMILE LABO」、 マルシェ 「ICHIGO 
MARCHE」 を運営。施設設計と運営の ノウハウを活かし、 様々な事業を循環型の事業として展開している。

01
about NEW BOOK contents
現在制作中の福祉施設研究所の書籍に
ついての特報！

工事が進行しているプロジェクトの
現場をリポート

所長裏木による「時事と高齢者・障害者」 進行中プロジェクト等を紹介！

02
under construction report

03
chief 's voice

04
projects report

特別養護老人ホームかなしょうず園
三重県鈴鹿市で計画が進行中の特別養護老人ホーム（120 床）です。
既存建物の老朽化に伴う移転建替えで、木造（一部鉄筋コンクリート造）
の混構造です。三重県は木材が豊富で流通もよく、大工も多いことか
ら木造とし、木の温かみを感じてもらえるように計画しています。居
室棟は２階建、管理や地域交流スペースは平屋とし、のびやかな建築
と開放的な広場が地域の核となるような施設です。冬からの着工を目
指し準備中です。

TOPICTOPIC

SMILE LABO
KIDS

learn,play,eat,sleep,challenge with love

Nursery and Daycare



株式会社 K・コーポレーション代表取締役。プロゴルファーとして活躍し、2008 年に K・コーポレーションを設立。順調に
事業を拡大し、現在は埼玉県春日部市、千葉県野田市に 5 カ所のデイサービス、ショートステイや時短デイサービスを展開。
いずれの施設も高い稼働率を誇る。一般法人経営による施設運営の手腕には業界からの信頼も篤く、「介護ケアパートナーズ」
代表取締役エグゼクティブコンサルタントとして他施設のコンサルティングも手がけている。「利用者様が夜中に一人でトイ
レに行けるようになる」を具体的な目標に掲げ、現在も自ら現場に立つ。

書籍『地域一番の高齢者福祉施設のつくり方』発行を記念して、日比野設計福祉研が設
計を行ったデイサービスセンター 縁「ゆかり」春日部センターで、刊行記念イベントを
行います。同センターの運営を行う株式会社K・コーポレーション代表取締役の舘浦圭

2026年 冬 開催予定！

氏と日比野設計福祉研の座談会や、設計担当者による施設説明など、高齢者福祉に関わ
る多くの方とって実りある時間となるはず。ぜひお越しください。

舘浦圭（たてうら・けい）　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※イベント概要は変更することがございます。福祉研のHP等でご確認ください。

プログラム｜施設見学
設計のコンセプト/手法
舘浦社長のご講演他

超高齢化社会が現実のものとなってきた一方
で、少子化には歯止めがかからず、さらに
2040 年には、高齢者の総数が減少していくこ
とが確実となっている現在。高齢者福祉施設を

「つくれば人が入る」は、もはや過去の話になっ
てきました。利用者に選ばれる、“地域で一番”
の施設をつくるためには、福祉サービスはもち
ろんのこと、施設の建築や家具のデザインも重
要。
高齢者福祉施設の設計に 50 年の実績を持つ私
たち日比野設計福祉研でも、全国のオーナー様
や福祉の現場の方々からご相談をいただくこと
が増えてきています。施設づくりの何よりの鍵
となるのは、従来型の管理・運営がしやすいだ
けの、運営者目線でつくられた施設から、利用
者目線の「時間を過ごしたい」施設へとドラス
チックな変換を果たすこと。そのために、どん
なことを考えるべきなのか？　多くのプロジェ
クトに関わってきた福祉研としてアドバイスで
きるいくつかのことを書籍にまとめました。さ
らに識者との対談や、運営に成功なさっている
施設への取材なども収録しています。“地域で
一番” を目指して、施設の改修や新設を考える
すべての方へ送る書籍です。

株式会社 K・コーポレーション代表取締役。理学療法士。2008 年に K・コーポレーションを設立。順調に事業を拡大し、現在は埼
玉県春日部市、千葉県野田市に 5 カ所のデイサービス、ショートステイや時短デイサービスを展開。いずれの施設も高い稼働率を
誇る。一般法人経営による施設運営の手腕には業界からの信頼も篤く、「介護ケアパートナーズ」代表取締役エグゼクティブコンサ
ルタントとして他施設のコンサルティングも手がけている。「利用者様が夜中に一人でトイレに行けるようになる」を具体的な目標
に掲げ、現在も自ら現場に立つ。

50 年の実績をもとに提案する、愛される福祉施設のデザイン

地域一番の
高齢者福祉施設の作り方
ー利用者目線の施設だけが、超高齢化社会を生き延びるー
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私たち日比野設計福祉研では、これまで、全国に約 50 の
高齢者福祉施設を設計してきました。稼働率が高く、入居
待ちのリストもあるような " 地域一番 " の施設のオーナー
たちは、いずれも明確なビジョンを持つ方々。そのビジョ
ンが施設の建物 ( ハードウェア ) につながり、そこで行わ
れる福祉サービス ( ソフトウェア ) にもつながっているか
らこそ、愛される施設になるのだと実感しています。
本書籍では、それぞれに個性的な 3 法人のオーナーたちと
の座談会を行いました。彼らの力強い話には、地域に愛さ
れる施設づくりのヒントがたくさんちらばっています。

従来の多くの高齢者福祉施設が、病院を思わせる内外観なのは一体どうして
なのでしょう ? 病院はそこで体力を回復して普段の暮らしに戻って行く場所
であるのに対して、高齢者福祉施設の入居者の大半はそこに暮らします。こ
れからの"地域一番 "の施設は、長い時間を暮らす場所として考えていくべき。
どんな素材が好ましいか、食の空間をどのように作るべきか・・・・。
この分野に確かな実績を持つ日比野設計福祉研が解説します。

設計者視点で考える
これからの
高齢者福祉施設

地域をリードする
高齢者福祉施設の
オーナーとの対談

海外の高齢者
福祉施設レポート 【収録の座談会】

①「地域のロールモデルになる先進的な福祉施設を」

②「地域インフラとしての福祉施設を考える  

③「一般企業の利点を活かした、
　　高齢者の “やりたい” を実現する施設」

社会福祉法人 天年会・玉田香介氏

社会福祉法人 相模福祉村・赤間源太郎氏

株式会社 K・コーポレーション・舘浦圭氏

福祉研では、国内外の高齢者・障害者福
祉施設を数多く訪問してきました。福祉
への考え方は国によってさまざま。その
中から、今後の日本で求められる福祉施
設の最適解を探しています。本書籍には
2025 年のレポートを収録します。

第１章 ｜超高齢化社会に向けて  
　―これからの高齢者福祉施設のあり方―
第２章 ｜入居者目線の施設とは
第３章 ｜設計者と考えるこれからの施設
第４章 ｜施設建築、ここがポイント
ほか、施設経営者との座談会などを収録
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　相模原市中央区で進めている障害者施設と高齢者施設の複合施設の現場で
す。建物の面積が広いため、現場は３つの工区に分けられ、最も進んでいる
１工区においては鉄筋工事が進んでいます。鉄筋のサイズや本数はコンクリー
トの中に入り、最終的には見えなくなるのですが、建物を支える構造の最も
重要な部分となります。鉄筋の端部の納め方や本数の考え方、定着長さ等、
現場の組み立て段階ではかなり細かい作業になるため、間違いが無いように
事前に鉄筋工事業者さんと打合せを行います。図面に対しての質問や、図面
では表現しきれていない部分についての納ま方など、設計者が意図する内容
を伝え、鉄筋を組み立てる職人さんの考え方も含めてすり合わせを行いまし
た。実際にはコンクリートを打設する前に、施工者や設計者の検査を行い、
図面との整合性を確認していきます。9 月からはいよいよコンクリート打設
も始まっていきます。

　外構工事が始まっていますが、先行している中庭の様子を少しだけお伝えしま
す。建物同様に外構（庭）にもコンセプトを大切にしています。外構全体では「出
会いの庭」、「ふれあいの庭」、「ごろごろの庭」などを計画していますが、居室の
窓先と中庭は見せる「四季の庭」としています。今回植えたのはイロハモミジ、
ナツハゼ、イジュ、クロマツ、コバンモチ、エゴノキ、シロダモ、ジューンベリー、
ブルーベリー、ハクサンボク、ヒラドツツジ、アオダモソ、メイヨシノ、ユズリ
ハ、、、　と常緑も落葉も混じり、実のなる木々もあり様々。工事中にはあんなに
無機質だった中庭にどんどん植栽と芝生が入りぐっと雰囲気がよくなりました！
さっそく小鳥や蝶、トンボも飛んできて生命を感じたり、やはり木々があること
の豊かさを感じます。利用者さんも落ち葉拾いや水やりなどのメンテナンスもは
じめてくれています。この庭の存在で生活に潤いがでるとうれしいです。

ただいま現場進行中

　
　
　「
坪
2
0
0
万
く
ら
い
は
か
か
り
ま
す
ね
〜
」

私
達
の
仕
事
の
始
ま
り
は
そ
ん
な
会
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
、
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ぐ
ら
い
、
ま
ず
は
建
設
コ
ス
ト
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
か
、
と
い
う
の
は
今
の
時
代
と
て
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
当
た
り
前
の
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
も
買
い
物
に

行
く
と
物
の
品
質
と
値
段
と
は
必
ず
見
て
購
入
し
ま
す
よ
ね
。

費
用
対
効
果
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
建

設
業
界
の
中
で
は
建
物
の
建
設
費
を
坪
当
た
り
の
単
価
で
表
現

す
る
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
冒
頭
の
言
葉
な
ん
で
す
。

　
事
業
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
重
要
な
事
で
す
が
、
事
業

と
し
て
安
定
し
た
運
営
が
出
来
な
け
れ
ば
、
や
は
り
高
齢
者
の

生
活
も
豊
か
な
も
の
に
な
る
ば
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
時
代
、

燃
料
費
や
食
料
品
な
ど
生
活
す
る
上
で
必
要
な
費
用
は
全
て
値

上
り
し
て
い
る
状
況
で
す
。
も
ち
ろ
ん
で
す
が
そ
れ
に
比
例
し

て
建
設
費
も
高
騰
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
ど
の
業
界
も
そ
う

で
す
が
人
材
不
足
と
い
う
事
も
建
設
費
高
騰
の
要
因
の
一
つ
に

考
え
ら
れ
ま
す
。

　　
私
達
が
関
わ
る
高
齢
者
施
設
や
障
害
者
施
設
の
ほ
と
ん
ど
は

施
設
整
備
に
お
い
て
の
補
助
金
を
受
け
る
事
業
で
す
。
補
助
金

に
お
い
て
も
価
格
高
騰
加
算
を
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
出
し

て
く
れ
る
場
合
や
補
助
金
単
価
も
上
が
て
い
る
事
は
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
こ
の
価
格
高
騰
時
代
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い

う
の
が
印
象
で
す
。
し
か
し
、
新
た
に
施
設
を
創
る
事
は
別
に

し
て
昨
今
の
既
存
施
設
の
建
替
え
計
画
に
お
い
て
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
生
活
の
安
全
を
考
え
る
と
急
務
と
な
っ
て
い
る
施

設
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

大
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
施
設
に
お
い
て
も
深
刻
な
問
題

で
す
。
価
格
高
騰
し
て
い
る
事
を
理
由
に
先
延
ば
し
が
で
き
る

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
先
延
ば
し
に
し
て
も
価
格
が
い
つ
下

が
る
か
、
誰
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
は
こ
の
価
格
高
騰
時
代
に

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。
建

設
費
を
極
力
抑
え
ロ
ー
コ
ス
ト
で
創
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
で

本
当
に
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
私
達
が
言
い
続
け
て
い
る
事
は

「
選
ば
れ
る
施
設
を
創
る
」
と
い
う
事
で
す
。
日
本
の
人
口
構
成

に
お
い
て
高
齢
化
率
は
高
ま
っ
て
い
く
傾
向
で
す
が
、

2
0
4
0
年
高
齢
者
の
絶
対
人
口
は
減
少
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
て
き
た
施
設
は
淘
汰
さ
れ
る
時
代
に

入
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　　
現
在
は
ま
だ
ま
だ
待
機
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
利
用
者
が

施
設
を
選
ぶ
時
代
で
す
。
高
齢
者
自
身
が
住
み
た
い
と
思
え
る

の
か
、
ご
家
族
が
そ
こ
に
預
け
た
い
と
思
え
る
の
か
と
い
う
事

は
こ
の
時
代
の
流
れ
と
共
に
重
要
な
事
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
介
護
施
設
は
稼
働
率
を
維
持
す
る
事
が
運
営
に
お
い
て
最
も

注
意
す
べ
き
こ
と
で
、
こ
の
稼
働
率
が
落
ち
る
と
た
ち
ま
ち
運

営
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
施
設
整
備
の
費
用
を
極
力
抑
え
な
が

ら
魅
力
あ
る
施
設
創
り
を
し
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
と
い
う
事

が
言
え
ま
す
。
施
設
整
備
に
費
用
を
か
け
ず
に
魅
力
あ
る
空
間

を
整
備
す
る
事
は
簡
単
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
利

用
者
目
線
を
第
一
に
考
え
て
み
る
と
い
う
事
が
近
道
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
、
費
用
対
効
果
と
い
う
事
を
意
識
し
、
選
ば
れ
る

施
設
創
り
を
常
に
研
究
し
つ
づ
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
施
設
研
究
所 

所
長
　
裏
木
隆

価
格
高
騰
時
代

植栽工事

鉄筋工事

  

現場の“いま”をお伝え

障害者支援施設たんぽぽの家・特別養護老人ホーム柴胡苑

障害者支援施設北野学園

　「
ケ
ア
テ
ッ
ク
ス
東
京
2
5
夏
」
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
5
月
の
ケ
ア
テ
ッ
ク
ス
仙
台
に
続
い
て
の
視

察
で
、
私
達
の
活
動
に
お
い
て
常
に
新
し
い
設
備
や

介
護
関
連
機
器
等
の
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
お
く

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
事
で
す
。

　
出
展
さ
れ
て
い
る
企
業
で
多
い
の
が
、
介
護
業
務

を
支
援
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
そ
の
周
辺
機
器
関
連

で
す
。
昨
今
の
介
護
人
材
不
足
を
受
け
て
力
を
入
れ

て
い
る
部
分
で
す
が
、
介
護
現
場
の
仕
事
を
出
来
る

限
り
効
率
化
し
、
本
質
と
な
る
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
事
が
今
後
の
I
C
T
化

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
介
護
度
が
高
い
高
齢
者
の
住
ま
い
と
な
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に
お
い
て
は
介
護

ベ
ッ
ド
や
機
械
浴
槽
と
い
っ
た
お
な
じ
み
の
介
護
機

器
に
つ
い
て
も
、
利
用
者
の
需
要
に
対
応
し
た
機
能

や
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
効
率
や
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る

工
夫
な
ど
、
機
能
面
の
進
化
は
こ
こ
数
年
で
急
激
に

進
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　　
私
達
は
空
間
の
雰
囲
気
や
施
設
の
見
え
方
、
デ
ザ

イ
ン
は
快
適
な
生
活
を
す
る
上
で
と
て
も
大
切
な
要

素
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
介
護
機
器
は
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
側
面
か
ら
高
齢
者
の
方
々
が
、
本
当
に

気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
て
い
る
か
は
疑
問
で
す
。

　
私
達
の
ハ
ー
ド
創
り
で
拘
り
続
け
て
い
る
部
分
な

の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
必
ず
介
護
機
器
が
存
在
し
て

き
ま
す
。
生
活
空
間
に
お
い
て
快
適
な
デ
ザ
イ
ン
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
介
護
機
器
に
お
い
て
も
空
間

に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
や
色
合
い
を
選
定
し
た
い
の
で

す
が
、
な
か
な
か
良
い
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
機
能
面
に
つ
い
て
の
進
化
の
半
面
、
デ
ザ
イ

ン
性
に
つ
い
て
の
追
求
が
遅
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
の
で
す
。

　
高
齢
者
の
方
々
が
よ
り
快
適
な
生
活
を
維
持
で
き

る
た
め
に
、
私
達
も
そ
う
し
た
介
護
機
器
を
含
め
た

デ
ザ
イ
ン
を
見
つ
め
な
お
し
、
新
た
な
時
代
の
選
ば

れ
る
高
齢
者
の
住
ま
い
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
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日々更新中！
最新情報は

福
祉
施
設
研
究
所
　
ス
タ
ッ
フ
の
近
況
！

　「
ケ
ア
テ
ッ
ク
ス
東
京
2
5
夏
」
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
5
月
の
ケ
ア
テ
ッ
ク
ス
仙
台
に
続
い
て
の
視

察
で
、
私
達
の
活
動
に
お
い
て
常
に
新
し
い
設
備
や

介
護
関
連
機
器
等
の
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
お
く

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
事
で
す
。

　
出
展
さ
れ
て
い
る
企
業
で
多
い
の
が
、
介
護
業
務

を
支
援
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
そ
の
周
辺
機
器
関
連

で
す
。
昨
今
の
介
護
人
材
不
足
を
受
け
て
力
を
入
れ

て
い
る
部
分
で
す
が
、
介
護
現
場
の
仕
事
を
出
来
る

限
り
効
率
化
し
、
本
質
と
な
る
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
事
が
今
後
の
I
C
T
化

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
介
護
度
が
高
い
高
齢
者
の
住
ま
い
と
な
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に
お
い
て
は
介
護

ベ
ッ
ド
や
機
械
浴
槽
と
い
っ
た
お
な
じ
み
の
介
護
機

器
に
つ
い
て
も
、
利
用
者
の
需
要
に
対
応
し
た
機
能

や
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
効
率
や
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る

工
夫
な
ど
、
機
能
面
の
進
化
は
こ
こ
数
年
で
急
激
に

進
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　　
私
達
は
空
間
の
雰
囲
気
や
施
設
の
見
え
方
、
デ
ザ

イ
ン
は
快
適
な
生
活
を
す
る
上
で
と
て
も
大
切
な
要

素
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
介
護
機
器
は
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
側
面
か
ら
高
齢
者
の
方
々
が
、
本
当
に

気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
て
い
る
か
は
疑
問
で
す
。

　
私
達
の
ハ
ー
ド
創
り
で
拘
り
続
け
て
い
る
部
分
な

の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
必
ず
介
護
機
器
が
存
在
し
て

き
ま
す
。
生
活
空
間
に
お
い
て
快
適
な
デ
ザ
イ
ン
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
介
護
機
器
に
お
い
て
も
空
間

に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
や
色
合
い
を
選
定
し
た
い
の
で

す
が
、
な
か
な
か
良
い
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
機
能
面
に
つ
い
て
の
進
化
の
半
面
、
デ
ザ
イ

ン
性
に
つ
い
て
の
追
求
が
遅
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
の
で
す
。

　
高
齢
者
の
方
々
が
よ
り
快
適
な
生
活
を
維
持
で
き

る
た
め
に
、
私
達
も
そ
う
し
た
介
護
機
器
を
含
め
た

デ
ザ
イ
ン
を
見
つ
め
な
お
し
、
新
た
な
時
代
の
選
ば

れ
る
高
齢
者
の
住
ま
い
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
で
進
め
て
い
る
発
達
障

害
の
子
ど
も
達
の
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
築

工
事
で
す
。
県
道
に
面
し
た
市
街
化
調
整
区
域
と

な
っ
て
お
り
周
辺
に
は
農
地
が
広
が
っ
て
い
る
自
然

豊
か
な
環
境
で
す
。
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
様
々
な
経
験
が
大
切
な
時
期
で
す
が
、
敷
地
の
持

つ
自
然
豊
か
な
環
境
を
活
か
し
、
前
庭
を
介
し
て
施

設
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
計
画
と
し
、
極
力
自
然
に
触

れ
る
と
と
も
に
内
部
空
間
に
お
い
て
も
子
ど
も
達
が

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
発
達
障
害
の
子
ど
も
達
が
活
き
活
き
と
活
動
で

き
る
場
所
と
な
り
、
更
な
る
成
長
に
つ
な
が
る
施
設

に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�������� ������

　
5
歳
に
な
っ
た
息
子
。
つ
い
に
バ
イ
ク
デ

ビ
ュ
ー
! 

も
ち
ろ
ん
運
転
は
私
、
彼
は
タ
ン

デ
ム
シ
ー
ト
。
十
九
の
頃
か
ら
車
体
を
変
え

つ
つ
も
乗
り
続
け
て
い
る
ベ
ス
パ
。
ハ
ー
ネ

ス
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
思
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
る
こ
と
に
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
道
具
一
式
を
揃
え
て
早

速
タ
ン
デ
ム
。
息
子
も
楽
し
い
よ
う
で
、
横

浜
市
内
の
自
宅
か
ら
鎌
倉
や
湘
南
、
み
な
と

み
ら
い
な
ど
へ
の
短
距
離
ツ
ー
リ
ン
グ
。
休

憩
中
に
は
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
マ
ネ
、
運
転

す
る
マ
ネ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ラ
イ
ダ
ー

と
し
て
な
か
な
か
将
来
有
望
（
笑
）。

　
現
在
乗
っ
て
い
る
ベ
ス
パ
は
約
二
十
年
前

の
モ
デ
ル
で
単
気
筒
、
２
ス
ト
ロ
ー
ク
。
現

代
の
バ
イ
ク
と
違
っ
て
少
々
面
倒
な
の
で
す

が
、
こ
れ
が
な
ん
と
も
味
わ
い
深
い
ん
で
す

よ
。
電
子
制
御
さ
れ
過
ぎ
た
ス
ム
ー
ズ
な
乗

り
物
に
は
な
い
車
体
と
の
対
話
と
で
も
言
い

ま
し
ょ
う
か
。

　
チ
ョ
ー
ク
を
引
っ
張
り
、
キ
ッ
ク
で
の
エ

ン
ジ
ン
始
動
。
ガ
ソ
リ
ン
の
臭
い
と
エ
ン
ジ

ン
の
音
。
跨
っ
て
い
る
時
の
エ
ン
ジ
ン
の
鼓

動
、
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
の
時
の
振
動
。
す
べ
て

が
楽
し
い
の
で
す
。
息
子
に
は
純
粋
に
バ
イ

ク
に
乗
る
楽
し
さ
と
、
手
の
か
か
る
モ
ノ
や

コ
ト
の
中
に
あ
る
楽
し
さ
を
体
感
し
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
デ
ビ
ュ
ー
!

　
お
菓
子
作
り
は
、
私
に
と
っ
て
自
分
の
思

い
を
か
た
ち
に
で
き
る
大
切
な
時
間
で
す
。

お
菓
子
作
り
の
魅
力
は
、
思
い
描
い
た
味
や

か
た
ち
を
、
自
分
の
手
で
作
れ
る
と
こ
ろ
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
甘
さ
の
加
減
、
食
感
や

香
り
、
見
た
目
ま
で
、
す
べ
て
自
分
好
み
に

調
整
で
き
る
の
が
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
　

　
レ
シ
ピ
通
り
に
作
る
だ
け
で
な
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
味
や
雰
囲
気
が
変
わ

る
の
も
面
白
く
、
作
る
た
び
に
新
し
い
発
見

が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
手
を
動
か
し
な
が
ら

理
想
に
近
づ
け
て
い
く
。
そ
の
過
程
そ
の
も

の
が
、
私
に
と
っ
て
は
創
作
で
あ
り
、
自
分

な
り
の
表
現
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
お
菓
子
作
り
」
と
い
う

  

　
　
か
た
ち
に
す
る
楽
し
み

　
も
ち
ろ
ん
う
ま
く
い
か
な
い
日
も
あ
り
ま

す
が
、
少
し
ず
つ
理
想
の
味
に
近
づ
い
た
と

き
の
喜
び
は
と
て
も
大
き
い
で
す
。

作
っ
た
お
菓
子
は
、
友
人
や
会
社
の
人
に
渡

し
て
い
ま
す
。「
お
い
し
い
」「
ま
た
食
べ
た

い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
、
本
当
に
嬉
し

く
な
り
ま
す
。食
べ
た
人
の
笑
顔
を
見
る
と
、

自
分
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

て
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
手
で
か
た
ち
に
し
な

が
ら
、
お
菓
子
作
り
と
い
う
小
さ
な
創
作
の

時
間
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
想
像
し

た
味
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
く
、
そ
の
過

程
こ
そ
が
、
私
に
と
っ
て
一
番
の
楽
し
み
で

す
。

NOTE
STAFF

設計スタッフ

菊地 優衣
ゆいきくち

副所長

眞榮城　嘉敦
まえしろ よしのぶ

　
昨
年
よ
り
工
事
が
始
ま
っ
て
い
た
福
岡
県
久
留
米

市
の
障
害
者
支
援
施
設
の
建
替
計
画
。

　
建
物
と
中
庭
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
り
、
検
査
と
引
越

し
を
残
し
て
い
る
状
況
で
す
。
引
越
し
が
終
わ
れ
ば

既
存
建
物
を
解
体
し
そ
の
後
、
い
よ
い
よ
外
構
工
事

に
着
手
し
ま
す
。
利
用
者
の
活
動
の
場
と
し
て
、
地

域
へ
開
か
れ
た
広
場
と
し
て
整
備
し
、
公
園
の
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
開
か
れ
た
広
場
が
地
域

と
の
繋
が
り
を
産
み
、
関
係
性
を
育
み
、
そ
こ
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
育
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
　

　
神
奈
川
県
相
模
原
市
で
進
め
て
い
る
、
障
害
者
施

設
と
高
齢
者
施
設
の
複
合
施
設
で
す
。
老
朽
化
に
よ

る
建
替
え
と
同
時
に
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
重
視

し
、
２
つ
の
施
設
を
複
合
化
す
る
事
で
高
齢
者
、
障

害
者
と
地
域
を
結
ぶ
地
域
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
生

活
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
と
1
階
部
分
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
を
明
確
に
し
、
敷
地
の
入
り
口
付
近

に
木
造
平
屋
の
別
棟
部
分
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
方
々
が
立
ち
寄
り
や
す
い
外
部
空
間
と
し
て
散

策
路
を
介
し
て
建
物
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
に

計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
サ
ー
ク
ル

つ
く
ば
み
ら
い
つ
な
ぐ
園

障
害
者
支
援
施
設
た
ん
ぽ
ぽ
の
家

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
柴
胡
苑

進
行
中
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

竣
工
間
近
!

竣
工
間
近
!

介
護
業
界
の
最
新
機
器
事
情

障
害
者
支
援
施
設
北
野
学
園

介
護
機
器
視
察


